
平成２８年度 第１２回政策推進会議報告 
日 時 １０月３日 ９時３０分～１０時０３分 
場 所 ４－１会議室 
出席者 ２１人 

 
 

１ 尼崎市総合計画（後期まちづくり基本計画）の策定に係る「基本情報」及び「政策

形成プロセス計画書」の公表について 

企画財政局長から資料に基づき報告。 

 

 

２ 「みんなの尼崎大学」に係る「基本情報」及び「政策形成プロセス計画書」の公表

について 

企画財政局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

（市長）教育委員会が担う社会教育と市長部局が担う市民活動の壁を超えることが大きな主幹

の一つである。ソフト面としては、公民館には社会教育主事が配置されているが、公民館に

訪れる人だけがまちの課題に直面している訳ではない。子育てサークルや地域での防災活動

等、色々な課題に対応して地域で活動してくださっている中から様々な学びのニーズが出て

くるが、それが必ずしも社会教育と関係が密になっているとは言い難い。一方、公民館も利

用者の固定化が進んでいる状況も否定できず、貸し館に近い状態となってしまっているが、

公民館に今あるレファレンス機能やサポート機能をより幅広いまち全体に活かせる形にした

い。これからファシリティマネジメントで、公共施設の数を抑えて、質を向上させる方向で

取り組んでいくため、一つ一つの施設を多機能化することで、色々な人たちが使いやすいよ

うにしていくことを想定しているが、今利用している方たちがいるため、理念先行ではなく、

パイロット事業的な形で既に連携して取組を進めてきたみんなのサマーセミナーのように、

まずはソフト的な取組を実感してもらいながら段階的に充実させていく。市制 100周年の機

会に合わせて、みんなの尼崎大学を開校する形でスタートを切りたいと思っているが、開校

している状態が完成形ではない。みんなの尼崎大学は学びが既にまちの中に溢れていること

を見える化する部分において、先行的に段階を踏んで見せていくため、地域振興のあり方よ

りも少しスケジュールが早くなっているとご理解いただきたい。また、社会教育とまちの活

動だけでなく、学校教育との連結が不可欠であり、学校地域協働本部とも上手く繋げていき

たいという大きな全体像である。 

 

 

３ 「地域振興のあり方」に係る「基本情報」及び「政策形成プロセス計画書」の公表

について 

企画財政局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

（市長）それぞれの局において専門的な取組を行っているが、色々な取組を地域に根差して進

めていくためには、役所の局の縦割りに地域の方を振り回すのは限界だと感じており、個別



の所としっかり繋がるためのソフト的なインフラ整備として、地域振興のあり方の私たちに

おけるカウンターパートとしての行政の体制作りを大きく変えていかなければならない時期

だと考えている。これだけが全てではないが、後期まちづくり計画の一つの柱になっていく

非常に大きな取組である。 

→本庁から地域を見る見方や仕事の仕方についても、一定整理していく必要があると考えてい

る。 

（市長）何年か後に、多くの市民の方に市役所が変わったと言っていただけるよう、着実に進

めていきたいと考えているため、よろしくお願いしたい。 

 

 

４ 「第4次の公立保育所民間移管計画」の策定に係る「基本情報」及び「政策形成プ

ロセス計画書」の公表について 

こども青少年本部事務局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

・計画年度は作るのか。 

→公立保育所の今後の基本的な方向を踏まえ、４年程度を想定して民間移管を進めていくが、

最近の状況を見るとそれよりも少し長くなっている。特に第３次計画は訴訟があったことも

あり、倍近くの時間が掛かっているが、第４次は一定期間を定めていきたい。また、第４次

は建て替えをベースにするため、土地の確保等を鑑みると数年は掛かる幅を持った計画にな

ると思う。 

・改築して渡すということで、残り12か所もあるのであれば後４年や５年で出来る話ではない

のでは。第５次もあるのか。 

→そういう想定である。第４次では残り12か所の半分程度を進めていきたいと考えている。 

・改築の主体は法人か。 

→その通りである。 

（市長）並行して、公立保育所にも今のまま置いておけないものもあり、費用の平準化を図っ

ていかなければならない。 

 

 

５ その他 

・企画財政局長から、尼崎市市制100周年記念事業スケジュール（10・11月）について説明。 

・企画財政局長から、尼崎市市制100周年記念事業 あまがさき歴史音楽祭について説明。 

・企画財政局長から、尼崎市市制 100周年記念事業 尼崎市第６回「近松賞」受賞作品 砂壁の

部屋について説明。 

・総務局長から、市制100周年記念新「尼崎市史」『たどる調べる尼崎の歴史』及び『尼崎の歴

史ダイジェスト版』の発行について説明。 

・経済環境局長から、エコあま君ロールについて説明。 

・経済環境局長から、あまがさきの身近な自然写真集について説明。 

 

 

以 上 


